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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　政策協働課�（４８）１１１１（内３０３）

みんなで協働推進ページ＜ Vol.25 ＞

COLLABORATION（コラボレーション）とは「協働」「協力してカタチにする」という意味です。

「今日どう？」
「いいよ！」

　地域交流の場として宮津公民館で行われている“宮津ふれあいサロン”で
１２月５日、「まつぼっくりのクリスマスツリー作り」が行われました。参加し
た東部小学校３年生の子どもたちは、サロンのスタッフやボランティアの指
導のもと立派なまつぼっくりに思い思いの
デコレーションをしました。出来上がった
オリジナルのクリスマスツリーを前に子ど
もたちは目をキラキラ輝かせていました。
寒い日でしたが、サロン利用者も見守る中、
子どもたちの元気で会場は熱気にあふれて
いました。

　宮津ふれあいサロンは毎月１回、地域ボランティアの協力のもと、地域交流の場・異世代交流の場を目指し
サロン活動を行っています。開催日は１００円で提供するモーニングコーヒーやさまざまな交流の行事を用意して
います。皆さんご利用ください。
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～まつぼっくりのクリスマスツリーを作りました～

　この事業は「住民税
１％町民予算枠制度」わ
くわくコラボ事業とし
て採択された事業です。

●クリスマス会で大いに盛り上がる

サンタクロース、ライオンズクラブの会員、ボラン
ティアの阿久比高校生を迎えたクリスマス会が１２月１７
日、南部保育園で行われました。始めに「ジングルベ
ル」を歌ってお迎えし、みんなで「山の音楽家」を振
りをまねて歌うなどして楽しみました。高校生は楽し
い人形劇を、サンタクロースはおかしを園児にプレゼ
ント。最後に帰る時間になったサンタクロースたちに
感謝の気持ちを込めて「あわてんぼうのサンタクロー
ス」を元気に歌って見送りました。「人形劇が楽し
かった」と話す園児たちは終始笑顔でいっぱいでした。

〈サンタクロースを見送る園児たち〉

●女性落語家から人権を学ぶ

　落語家の三遊亭美るくさんが講師を務めた人権教育
推進事業講演会が１２月７日、中央公民館で開かれまし
た。人権に対する理解を深め、差別の解消などを目的
に催された講演会には、約９０人が参加しました。「人
権落語～人それぞれ十人よれば気は十色～」と題した
講演会は、落語の世界に飛び込んだ美るくさんの女性
ならではの苦労話を中心に落語界の厳しさや落語の魅
力、人と人とのつながりの大切さを面白おかしく語
り、最後に落語を披露。巧みな話術で会場に集まった
多くの人たちを大いに楽しませました。

〈講演をする三遊亭美るくさん〉


